
（2）
２６・１・２６

◆
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
等

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て◆
三
鷹
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
及

び
三
鷹
市
女
性
交
流
室
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
福
祉
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け

や
き
苑
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ど

ん
ぐ
り
山
及
び
三
鷹
市
立
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ど
ん
ぐ
り
山

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て◆
三
鷹
市
牟
礼
老
人
保
健
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て◆
三
鷹
市
立
母
子
生
活
支
援
施

設
三
鷹
寮
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
一
小
学
童
保
育
所
Ａ

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

◆
三
鷹
市
農
業
公
園
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
三
鷹
市
下
連
雀
市
民
住
宅
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
す
ず
か
け
駐
輪
場
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

※
以
上
12
件
の
議
案
は
、
い
ず

れ
も
各
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

と
。
⑶
身
体
障
害
者
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
な
い
難
病
患
者
も

手
帳
の
保
持
者
と
同
様
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
⑷
難
病
患
者
へ
の
就
労
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。
⑸
小
児

期
か
ら
難
病
に
罹
患
し
て
い
る

者
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る

こ
と
。
⑹
新
た
な
自
己
負
担
導

入
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
。
⑺

難
病
対
策
の
た
め
の
十
分
な
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
。

▪
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、 

発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
と
お
り
強
く

求
め
る
。⑴
分
別
収
集
・
選
別
保

管
の
費
用
の
製
品
価
格
へ
の
内

部
化
を
進
め
る
こ
と
。
⑵
レ
ジ

袋
使
用
量
を
大
幅
に
削
減
す
る

た
め
、
方
策
の
検
討
を
進
め
る

こ
と
。
⑶
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ

ー
ス
）
、
再
使
用（
リ
ユ
ー
ス
）

を
促
進
す
る
制
度
の
法
制
化
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
。
⑷
リ
ユ

ー
ス
を
普
及
す
る
た
め
、
学
校

牛
乳
の
瓶
化
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
に
、環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

▪
産
科
医
療
補
償
制
度
の
抜
本

的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
運
営

に
お
い
て
約
１
千
億
円
の
剰
余

金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
。
剰

余
金
は
各
保
険
者
に
返
還
す
べ

き
で
あ
り
、
事
務
経
費
の
明
細

も
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
運
営

す
る
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
は
保
険
料
を
減

額
す
る
と
同
時
に
補
償
対
象
を

拡
大
す
る
方
針
を
決
め
た
が
、

こ
の
制
度
に
は
出
産
に
よ
る
事

故
で
差
別
を
生
じ
さ
せ
る
と
い

う
根
本
的
問
題
が
あ
る
。
よ
っ

て
、本
市
議
会
は
、政
府
に
対

し
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
を
強
く
求
め
る
。

源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。

▪
公
共
工
事
の
入
札
不
調
を
解

消
す
る
環
境
整
備
を
求
め
る
意

見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
環
境
整
備
を
強
く
求
め

る
。
⑴
地
元
貢
献
や
技
術
力
に

対
す
る
加
点
評
価
な
ど
、
多
様

な
入
札
契
約
方
式
を
導
入
す
る

こ
と
。
⑵
元
請
業
者
に
支
払
っ

た
代
金
が
下
請
業
者
等
へ
届
く

流
れ
を
つ
く
る
た
め
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
。

⑶
職
人
の
人
材
確
保
と
働
く
環

境
の
改
善
に
向
け
た
社
会
保
険

の
加
入
促
進
や
、
公
共
工
事
の

入
札
に
お
い
て
若
年
者
ら
の
確

保
な
ど
に
取
り
組
む
建
設
業
者

へ
の
加
点
評
価
を
行
う
こ
と
。

▪
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
速
や

か
な
復
興
、 

福
島
再
生
を
求
め

る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
点
に
留
意
し
た
施
策
の
遂

行
を
強
く
求
め
る
。
⑴
今
後
と

も
十
分
な
復
興
予
算
を
確
保

し
、
復
興
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
こ
と
。⑵
産
業
の
再
生
、雇
用

の
創
出
な
ど
早
期
復
旧
を
促
進

す
る
こ
と
。
⑶
事
故
原
発
の
安

全
確
保
に
は
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、住
民
の
生
活
の
再
建
・
安

定
化
を
進
め
る
こ
と
。
特
に
子

ど
も
た
ち
へ
の
健
康
調
査
を
強

化
・
徹
底
し
、母
子
避
難
者
へ
の

支
援
、
帰
還
支
援
な
ど
を
進
め

る
こ
と
。
⑷
被
災
地
の
産
品
に

対
す
る
風
評
被
害
に
つ
い
て
、

対
策
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

▪
難
病
患
者
支
援
の
充
実
に
関

す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
強
く

要
請
す
る
。
⑴
難
病
対
策
の
対

象
と
な
る
疾
患
を
広
げ
、
支
援

の
内
容
も
拡
充
す
る
こ
と
。
⑵

有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
医
療
は

直
ち
に
保
険
適
用
を
行
う
こ

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

金
子　

惠
一
氏
（
再
任
）

髙
橋　

雄
二
氏
（
再
任
）

寺
本　

修
子
氏
（
再
任
）

板
橋　

利
定
氏
（
再
任
）

◆
東
京
都
市
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
団
体
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
の
事
務
を
共
同

処
理
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４

月
１
日
に
、
東
京
都
市
公
平
委

員
会
を
共
同
設
置
す
る
団
体
と

な
る
も
の
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
第
844
号
線
及
び
市
道
第

845
号
線
の
２
路
線
に
つ
い
て
、

開
発
事
業
に
よ
り
道
路
の
帰
属

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定

を
行
う
も
の
で
す
。

▪
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書

　

国
や
全
国
知
事
会
に
お
け
る

学
識
経
験
者
の
検
討
会
等
で

は
、
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税

化
と
い
っ
た
、
都
市
部
の
財
源

を
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
よ
う
な
案

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部

に
は
、
特
有
の
財
政
需
要
が
存

在
し
て
お
り
、
税
収
の
多
さ
の

み
着
目
し
て
、
財
政
的
に
富
裕

で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
市
議

会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
地
方
が
担
う
権
限
と
責
任

に
見
合
う
地
方
税
財
源
の
拡
充

と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
取
り

組
む
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

▪
企
業
減
税
等
か
ら
確
実
な
賃

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
千
95
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
174
億
３

千
217
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
平
成
24
年
度
に
交
付
を
受

け
た
「
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
等
国
庫
負
担
金
」
の
確
定

に
伴
い
、
超
過
交
付
額
の
返
還

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

し
ろ
が
ね
通
り
第
１
駐
輪
場

及
び
三
鷹
台
第
２
駐
輪
場
の
位

置
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
三

鷹
台
第
５
駐
輪
場
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

使
用
料
の
排
出
量
区
分
を
見

直
す
と
と
も
に
、
料
率
を
改
定

す
る
ほ
か
、
使
用
料
の
額
の
算

定
方
法
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
千
274
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
649
億
７
千
951

万
９
千
円
に
す
る
と
と
も
に
、

債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。補
正
の
内
容
は
、歳

出
予
算
で
は
、総
務
費
で
、防
犯

設
備
整
備
費
補
助
事
業
費
750
万

円
を
計
上
、民
生
費
で
、保
育
士

等
処
遇
改
善
事
業
費
５
千
24
万

３
千
円
を
計
上
し
、農
林
費
で
、

農
業
公
園
管
理
運
営
費
500
万
円

の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

充
並
び
に
延
滞
金
の
利
率
の
引

下
げ
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
の
見
直
し
等
を
行
う

と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
税
率
に
お
け
る

特
例
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
見
舞

金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
見
舞
金
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
税
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

保
険
料
の
延
滞
金
の
利
率
を
引

き
下
げ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
学
童
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
井
口
小
学
童
保
育
所

及
び
三
鷹
市
高
山
小
学
童
保
育

所
の
位
置
を
変
更
し
、
そ
れ
ぞ

れ
同
所
Ａ
及
び
同
所
Ｂ
と
し
て

整
備
す
る
と
と
も
に
、
三
鷹
市

三
小
学
童
保
育
所
Ａ
及
び
同
所

Ｂ
の
位
置
を
変
更
す
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

延
滞
金
減
免
規
定
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
国
税
の
見
直
し

に
あ
わ
せ
、
保
険
料
の
延
滞
金

の
利
率
を
引
き
下
げ
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
市
民
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
民
住
宅
の
保
証
金
を
見
直

し
、
現
行
の
使
用
料
の
３
月
分

に
相
当
す
る
金
額
を
、
使
用
料

の
３
月
分
に
相
当
す
る
金
額
の

範
囲
内
で
規
則
に
よ
っ
て
定
め

る
金
額
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

市
民
の
安
全
安
心
に
関
す
る

事
務
を
生
活
環
境
部
か
ら
総
務

部
に
移
管
す
る
と
と
も
に
、
健

康
福
祉
部
の
分
掌
事
務
の
う

ち
、
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

事
務
を
地
域
福
祉
課
か
ら
分
離

し
、
新
た
に
同
部
に
課
を
設
け

て
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
ほ

か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
公
平
委
員
会
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　

公
平
委
員
会
の
専
門
性
と
安

定
的
な
審
査
体
制
の
確
保
及
び

行
財
政
改
革
の
推
進
等
の
観
点

か
ら
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に

三
鷹
市
公
平
委
員
会
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告

を
尊
重
し
、
平
成
25
年
度
の
一

般
職
職
員
の
例
月
給
与
を
平
均

０
・
20
％
、
812
円
引
き
下
げ
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
公
社
債
等
に
対
す
る
課
税

方
式
の
変
更
、
金
融
商
品
の
損

益
通
算
の
範
囲
の
拡
大
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
制
度
の
適
用
期
限

の
延
長
及
び
控
除
限
度
額
の
拡

金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　

企
業
の
景
況
感
が
上
向
い
て

い
る
一
方
で
、
賃
金
上
昇
を
実

感
す
る
国
民
は
少
な
く
、
賃
上

げ
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。
実

感
が
伴
う
景
気
回
復
を
実
現
す

る
た
め
、
減
税
等
に
よ
る
業
績

好
転
か
ら
得
た
収
益
を
賃
金
上

昇
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
ル
ー

ル
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
実
効
的
な
賃
上

げ
に
結
び
つ
く
よ
う
な
施
策
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な

道
筋
を
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

▪
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め

る
。⑴「
軽
減
税
率
制
度
」の
導

入
へ
向
け
て
、
議
論
を
加
速

し
、
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
対

象
、品
目
、中
小
・
小
規
模
事
業

者
等
に
対
す
る
事
務
負
担
の
配

慮
な
ど
を
含
め
た
制
度
設
計
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
、
鋭
意
検

討
を
進
め
、
消
費
税
10
％
へ
の

引
き
上
げ
時
で
の
実
現
へ
向
け

て
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。

▪
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
新

た
な
地
域
支
援
事
業
の
導
入
に

係
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め

る
。
⑴
新
た
な
地
域
支
援
事
業

の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
手
引

書
の
作
成
、
研
修
会
等
を
通
じ

た
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

⑵
事
業
者
等
に
対
し
て
円
滑
な

事
業
移
行
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
。
⑶
事
業
費

の
上
限
設
定
に
つ
い
て
見
直
す

こ
と
。ま
た
、事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
は
市
町
村
の
裁
量
で
取
り

組
め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

⑷
適
切
な
移
行
期
間
を
設
け
る

と
と
も
に
、
必
要
な
人
材
の
確

保
等
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
財

可
決
し
た
議
案

第
４
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

人
事
・
そ
の
他

議
員
提
出
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

施設改修工事が行われる「農業公園」


